
ト
レ
ン
ド
が
見
え
る
よ
う
比
較

●
Ｓ
Ｗ
Ｏ
Ｔ
分
析
…
Ｓ
Ｗ
Ｏ
Ｔ
分

析
を
行
い
、
積
極
攻
勢
策
（
強
み

×
追
風
）、
弱
点
克
服
策
（
弱
み

×
追
風
）、
防
衛
策
（
強
み
×
逆

風
）、
リ
ス
ク
回
避
策
（
弱
み
×

逆
風
）
の
４
領
域
で
整
理

●
お
客
様
の
声
…
重
点
顧
客
の
要

望
、
製
品
ニ
ー
ズ
等
を
収
集
し
、

実
現
度
を
チ
ェ
ッ
ク

●
業
務
フ
ロ
ー
…
改
善
が
必
要
な

業
務
の
各
工
程
別
に
投
入
成
員
、

時
間
等
を
調
査
し
見
え
る
化

Ｓ
Ｗ
Ｏ
Ｔ
分
析
を
基
に

事
業
計
画
を
見
直
す

　
Ａ
社
の
支
援
で
は
、
工
場
長
や

営
業
課
長
を
交
え
た
面
談
に
専
門

家
の
協
力
も
得
て
、
課
題
を
整

理
。
鉄
道
電
源
機
・
大
型
輸
送

社
は
創
業
70
年
、
従
業
員

70
人
の
金
属
加
工
会
社
で

あ
る
。
主
力
商
品
は
電
子
部
品
や

輸
送
機
器
の
金
属
筐き

ょ
う

体た
い

板
金
（
部

品
等
の
ケ
ー
ス
）
で
、
設
計
か
ら

製
造
ま
で
の
一
貫
体
制
と
多
数
の

溶
接
部
隊
を
武
器
に
業
容
を
拡
大

し
て
き
た
。

　
と
こ
ろ
が
近
年
の
原
材
料
高
騰

や
賃
上
げ
対
応
で
利
益
確
保
が
厳

し
く
な
り
、
２
０
２
２
年
決
算
で

は
営
業
赤
字
に
陥
る
。
一
刻
も
早

い
経
営
課
題
の
整
理
と
事
業
計
画

の
見
直
し
が
必
要
で
あ
っ
た
。

　
最
初
の
段
階
で
は
、
経
営
者
の

壁
打
ち
相
手
役
と
し
て
以
下
の
４

つ
の
視
点
か
ら
ヒ
ア
リ
ン
グ
の
伴

走
を
行
う
と
よ
い
。

●
収
益
分
析
…
業
績
を
製
品
別
や

顧
客
別
に
分
け
、
売
上
や
原
価
の

機
・
半
導
体
搭
載
機
の
三
つ
の
板

金
事
業
は
、
収
益
性
や
成
長
性
に

課
題
が
あ
る
こ
と
が
分
か
っ
た
。

　
Ｓ
Ｗ
Ｏ
Ｔ
分
析
で
、
①
収
益
性

の
高
い
精
密
筐き

ょ
う

体た
い

へ
の
進
出
、
②

人
手
不
足
に
よ
る
機
会
損
失
の
解

消
、
③
適
切
な
取
引
価
格
の
実

現
、
④
原
材
料
高
騰
や
賃
上
げ
の

リ
ス
ク
緩
和
の
４
つ
の
対
策
を
ま

と
め
た
。
同
時
に
お
客
様
の
声
を

集
め
る
と
、「
精
密
な
金
属
加
工

は
フ
ァ
イ
バ
ー
溶
接
機
を
持
た
な

い
会
社
に
は
発
注
し
な
い
（
Ｘ

社
）」「
薄
板
で
も
ゆ
が
み
が
出
な

い
溶
接
を
実
現
し
て
ほ
し
い
（
Ｙ

社
）」
と
の
意
見
が
あ
っ
た
。

　
実
際
に
現
状
の
薄
板
溶
接
工
程

で
は
、
高
熱
で
発
生
し
た
歪
み
の

ハ
ン
マ
ー
打
戻
し
や
グ
ラ
イ
ン
ダ

ー
削
り
等
の
矯
正
作
業
は
、
人
手

① 内田哲夫 エキスパート・リンク株式会社　シニアコンサルタント/中小企業診断士

② 水口淳一郎 エキスパート・リンク株式会社　コンサルタント/中小企業診断士

③④ 吉田有人 エキスパート・リンク株式会社　執行役員/中小企業診断士

このようなこのような取引先取引先にはには
補助金補助金のの活用活用をを提案提案しようしよう

事例で確認！

Ａ

事
業
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
を
見
直
し
て

も
の
づ
く
り
補
助
金
を
提
案

11
原
材
料
高
騰
や
賃
上
げ
で
苦
し
い
製
造
業
Ａ
社
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機
と
シ
ナ
ジ
ー
が
あ
り
、
高
い
収

益
と
成
長
が
見
込
め
る
駅
ホ
ー
ム

安
全
管
理
用
の
精
密
配
線
機
器

を
、
設
計
・
製
造
か
ら
据
付
サ
ー

ビ
ス
ま
で
一
貫
生
産
体
制
に
取
り

組
み
収
益
性
向
上
を
目
指
す
。

　
二
つ
目
は
高
性
能
レ
ー
ザ
ー
溶

接
機
等
の
導
入
だ
。
ゆ
が
み
の
発

生
し
な
い
高
品
質
溶
接
の
実
現
に

加
え
、
比
較
的
容
易
に
扱
え
る
こ

と
か
ら
若
手
作
業
員
へ
の
技
術
伝

承
・
多
能
工
化
が
可
能
に
な
り
、

人
手
不
足
解
消
と
生
産
性
改
善
が

期
待
で
き
る
。

不
足
が
顕
著
な
溶
接
工
の
さ
ら
な

る
手
間
と
な
っ
て
い
た
。

　
Ａ
社
の
経
営
課
題
に
は
、
二
つ

の
解
決
策
が
考
え
ら
れ
る
。
一
つ

目
は
事
業
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
の
見

直
し
だ
（
図
表
１
）。
鉄
道
電
源

補
助
金
採
択
後
も

計
画
の
フ
ォ
ロ
ー
が
必
要

　
い
ず
れ
の
場
合
も
設
備
投
資
が

必
要
と
な
る
が
、
赤
字
企
業
に
と

っ
て
資
金
を
捻
出
す
る
の
は
容
易

で
は
な
い
。
や
は
り
相
性
の
良
い

補
助
金
を
提
案
し
た
い
。

　
Ａ
社
に
は
「
も
の
づ
く
り
補
助

金
」
を
推
奨
し
、
４
つ
の
審
査
項

目
を
説
明
し
た
（
図
表
２
）。
現

在
、
高
付
加
価
値
化
を
目
指
し
た

設
備
投
資
に
着
手
し
て
い
る
。

　
補
助
金
支
援
は
交
付
申
請
ま
で

の
前
半
、
実
行
計
画
フ
ォ
ロ
ー
の

後
半
に
分
か
れ
る
。
後
半
部
分
に

お
い
て
は
、
二
つ
の
ポ
イ
ン
ト
を

押
さ
え
て
支
援
し
よ
う
。

●�

も
の
づ
く
り
補
助
金
は
採
択

後
、
入
金
ま
で
１
年
程
度
か
か

り
、
多
く
の
事
業
者
が
つ
な
ぎ

融
資
を
必
要
と
し
て
い
る

●�

新
規
事
業
が
予
定
ど
お
り
進
ま

ず
、
追
加
資
金
等
が
必
要
に
な

る
ケ
ー
ス
も
多
い
た
め
、
定
期

フ
ォ
ロ
ー
等
が
必
要
で
あ
る

　
多
く
の
事
業
者
が
原
材
料
高
騰

や
賃
上
げ
で
苦
し
む
一
方
、
筆
者

は
支
援
先
の
青
果
店
か
ら
「
１
円

値
上
げ
し
た
い
の
だ
け
ど
」
と
相

談
を
受
け
た
こ
と
が
あ
る
。
適
正

な
価
格
転
嫁
が
必
要
に
も
か
か
わ

ら
ず
、
そ
れ
を
恐
れ
て
い
る
事
業

者
は
少
な
く
な
い
。

　
取
引
先
が
価
格
転
嫁
に
自
信
を

持
て
る
よ
う
、
自
社
製
品
の
高
付

加
価
値
化
を
実
現
す
る
の
は
重
要

だ
。
Ａ
社
の
よ
う
に
課
題
解
決
の

出
口
戦
略
と
し
て
、
も
の
づ
く
り

補
助
金
等
は
有
効
で
あ
る
。

高

Ａ社の事業ポートフォリオ（2022年）

高低

鉄道電源機

半導体搭載機 半導体搭載機大型輸送機
大型輸送機

Ａ社の事業ポートフォリオ（2027年）

高低

高

鉄道電源機

鉄道精密配線機ここを伸ばす

成長性成長性

収
益
性

収
益
性

鉄道精密
配線機

図表１　Ａ社の事業ポートフォリオ

▼ �SWOT分析や顧客の声を基に
事業ポートフォリオを見直
し、収益性向上を目指す

▼ �設備投資による収益性・生産
性向上を目指す場合、ものづ
くり補助金との相性が良い

ここがここがPOINTPOINT

図表２ �ものづくり補助金の審査項目
●❶適格性
３年～５年で「付加価値額」の年平均成長率３
％以上の増加を達成する

●❷技術面
革新的な省力化および生産性向上に寄与し、課
題解決の優位性が見込まれる

●❸事業化面
成果が価格的・性能的に優位性や収益性を有
し、遂行方法およびスケジュールが妥当である

●❹政策面
地域特性を活かして付加価値を創出し、地域の
事業者や雇用の経済的波及効果を及ぼす

（出所）図表１、２ともに筆者作成

特
集 2024年度の補助金活用アドバイス

生産性向上がキーワード！
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